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２）調査結果 

築５０年以上の鉄筋コンクリート造建築物に対して行われた修復事例２２例を追跡調査し

た結果、修復の効果を示す評価軸として考えられるものを、次の３つに大別した。 

・ 修復に関わる新技術の開発 

・ 建物の歴史的文化的価値の保全に対する社会評価・認知度の向上 

・ まちなみ・まちづくりにおける周辺地域へ与えた輻射的効果 

 

(1)修復に関わる新技術の開発 

 ＲＣ造の歴史的建造物については、建築様式の豊富なバリエーションに対して修復事例の

数が今以て多くはない。したがって、修復技術についてはその現場ごとで状況判断し工夫し

なければならない場面も多い。その中で、表１-１-４のように、新工法や新技術、新材料の

開発なども試みられ、成功事例も数多く見られる。 

 

表１-１-４  修復事例における新工法や新技術、新材料の開発例 

・免震工法の新技術・炭素繊維補強（日本工業倶楽部会館） 

・建物を部分的に曳屋移転し保存する方法（BankART1929（横浜アイランドタワー）） 

・コンクリートの中性化防止策（大阪城天守閣） 

・外壁タイルの復原製作・全面張替えの手法（群馬県庁昭和庁舎、近三ビルヂング） 

・テラコッタレリーフの復原製作（大手町野村ビル） 

 

今後、このような、特徴ある構法・部位の開発、歴史的意匠にあわせた部品開発を重ねる

ことによって、ＲＣ造の歴史的建造物に対する修復の新技術が普及して応用発達されていく

ことが期待される。一般的な建築物に適用される、耐震補強工法、劣化修復工法、免進構法、

制震構法を歴史的建築物に適用する可能性について、表１-１-５から表１-１-７のように整

理できる。 

 

表１-１-５  耐震補強工法の歴史的建築物への適用性評価 

補強／ 

修復形式 

補強対象 

／目標 

一般名称 施工上の評価 

（従来技術に比べ） 

歴史的観点から見た評価 

（従来技術に比べ） 

部材補強 柱（独立

柱）のせ

ん断補強 

（従来技術） 

・鉄筋コンクリート巻き 

・鋼板巻き 

・炭素繊維シート巻き 

・アラミド善意シート

巻き 

・ガラス繊維シート巻

き 

・ポリエステル繊維シ

ート巻き 

・仕上げ材の撤去、下地処理

を行うため、騒音・振動が

発生する。 

・樹脂を用いて接着するため

臭気が発生する 

・仕上げ材を撤去して施工

することから意匠の保

存ができない。 

・接着に樹脂を用いるた

め、当初材料への影響が

考えられる。 

・炭素繊維成型板巻き ・仕上げ材の撤去、下地処理

を行うため、騒音・振動が

発生する。 

・一部のみ接着材を用いる 

・仕上げ材を撤去して施工

することから意匠の保

存ができない。 
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あったのかを正しく知るためには数値的な判断に頼らざるを得ないが、当事者への聞き取り

調査によって新たな評価手法を探ることも今後の課題である。 

 

３）現状追跡調査に関する今後の課題 

現状追跡調査における今後の課題としては、さらに多様な修復事例数を調査することによ

って、今回の２２件の調査で模索しイメージが出来つつある評価項目を精査し、再確認する

ことが必要である。また所有者、施工技術者、行政担当者など歴史的建築修復に携わった当

事者への聞き取り調査を行うことによっても、さらに踏み込んだ評価基準が得られることも

期待したい。 

 

１-２． 歴史的な鉄筋コンクリート建築物の修復・改修における技術選択の課題 

１）学識者への意見聴取と課題の抽出 

 歴史的な鉄筋コンクリート建築物の修復・改修における技術選択の課題について、表１-

２-１に示す学識者から意見聴取を行った。それぞれの立場から歴史的なコンクリート建築物

の評価手法や修復技術について意見を頂いた中で、以下の共通性のある課題を抽出し、技術

選択上の課題としてとりまとめる。 

 

 ・旧建築物の耐久性、耐震性評価の課題 

・鉄筋コンクリート建築物の一体性による当初材料の保存の困難性 

・設備更新と歴史的価値の両立 

・保存・活用技術の情報共有の課題 

 

表１-２-１  意見聴取を行った学識経験者（順不同、肩書きは意見聴取時点のもの） 

藤岡 洋保（近代建築史：東京工業大学大学院理工学研究科建築学専攻教授）  

吉田 鋼市（都市計画：横浜国立大学大学院工学部建築学コース教授） 

羽生 修二（近代建築史、保存修復：東海大学第２工学部建築学科教授） 

後藤 治 （日本建築史、保存修復：工学院大学建築都市デザイン学科教授） 

高村 功一（文化財保存：（財）文化財建造物保存技術協会広島支所長） 

寺本 英治（建築行政：国土交通省大臣官房審議官） 

西澤 英和（建築構造（鉄骨）：京都大学工学部建築学科講師）  

林 静雄 （建築構造（ＲＣ造）：東京工業大学大学院理工学研究科建築学専攻教授） 

坂本 雄三（環境工学、省エネ環境：東京大学大学院工学系研究科建築学専攻教授） 

近藤 照夫（建築材料、仕上げ：ものつくり大学教授） 

観音 克平（建築行政、建築計画：（株）構造計画研究所建築技術本部副本部長） 

 

２）課題ごとの論点整理 

(1)旧建築物の耐震（耐力）評価の課題 

 旧建築物の耐震（耐力）評価は、表１-２-２に示すような、建築物が建築された当時の構

造規定から竣工時の性能を満足する場合のおおよその構造安全性を推測する、あるいは、耐

震診断の手法に則り、現状の劣化度を考慮して評価することとなる。一般的には、日本建築



  

- 140 - 
 

13.5N/mm2 30

 

 

- -    

   

1919(T8)   C:S:G 1:2:4 45kgf/cm2 

        C:S:G 1:3:6 30kgf/cm2 

  500kgf/cm2  420 kgf/cm2 

1924(T13)  (k=0.1) 

1932(S7)  (1/3*Fc ) 70kgf/cm2 * 

* 90kgf/cm2  

1933(S8) RC  (k=0.1) 

1937(S12)    450kgf/cm2  350 kgf/cm2 

1944(S19) JES533  (2/3*Fc ) 140kgf/cm2  

 360kgf/cm2 230 kgf/cm2 

1947(S22) RC  (k=0.2) 2  

1947(S22) 3001   

(1/3*Fc ) 70kgf/cm2  

1.5  

1950(S25)   

 

 

*1 *1

*2

*2  

Is

*3 

 

(2)  

 

authenticity:

design material workmanship

setting 4

Nara Document on Authenticity



  

- 141 - 
 

information sources

 

 form design 

 material substance 

 use function 

 tradition technics 

 location setting 

 sprit feeling 

  

7

 

 

 

 

*4

*5

 

 

(3)  

 

*6



  

- 142 - 
 

*4  

 

(4)  

 

*7

*4  

 

 

*1 RC  

*2 

 

*3 6

6.1.2

2007.6  

*4  

*5  

*6 

 

*7  




